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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第55期
第３四半期
連結累計期間

第56期
第３四半期
連結累計期間

第55期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (百万円) 3,869 4,400 5,248

経常利益 (百万円) 433 645 647

四半期(当期)純利益 (百万円) 248 337 352

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 230 339 351

純資産額 (百万円) 8,438 8,628 8,558

総資産額 (百万円) 9,800 10,098 10,127

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 42.57 57.88 60.43

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 86.1 85.4 84.5

　

回次
第55期
第３四半期
連結会計期間

第56期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 11.07 17.16

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．第55期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

（1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、東日本大震災やタイの大洪水等により、サプライ

チェーンが寸断された影響で製造業の生産活動が滞ったほか、欧州の財政不安等による世界的な景気停滞、

長期的な円高等により、先行き不透明感のまま推移しました。

このような状況の中、当社グループは、引き続き新商品の投入、代理店との関係強化に努めること等で新

規顧客の獲得、既存顧客の深耕を図るほか、ＯＥＭ供給によるコンシューマー向けの販路開拓にも取り組ん

でまいりました。　

具体的には、夏場の節電・熱中症対策としての移動式冷却機「エコミスター」や、環境に配慮し、極力ケ

ミカルの使用を抑えた洗浄方法を講習会を通じて積極的にビルメンテナンス業者に対して提案した結果、

強アルカリイオン水生成機「ＺＫシリーズ」等の販売が好調に推移しました。また、ホームセンタールート

での小型スチーム機等の販売も好調に推移しました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高4,400百万円（前年同四半期比13.7％増）、営業利

益613百万円（前年同四半期比49.3％増）、四半期純利益337百万円（前年同四半期比36.0％増）となりま

した。

また、品目別の販売実績は、次のとおりであります。

「清掃機器」については、建設、レンタル業向けに高額商品である搭乗式大型清掃機の販売は堅調でした

が、工場ラインへ据置型となる真空吸引回収機の販売が低調であったこと等から、805百万円（前年同四半

期比0.5％減）となりました。

「洗浄機器」については、カーペット洗浄機の販売が伸び悩みましたが、ホームセンタールート向けの小

型スチーム機等の販売が順調に推移したこと等から、1,766百万円（前年同四半期比16.3％増）となりまし

た。

「その他」については、強アルカリイオン生成機「ＺＫシリーズ」の販売が堅調であったこと等から、

1,828百万円（前年同四半期比18.6％増）となりました。

なお、当社グループ（当社又は当社の子会社）は、環境クリーニング機器等以外の事業に関しては重要性

が乏しいと考えられるため、セグメントの記載は省略しております。
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（2）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前年同四半期連結会計期間末と比べて298百万円増

加し、10,098百万円となりました。これは主として、現金及び預金が400百万円、減価償却により建物及び

構築物が46百万円減少したものの、有価証券が451百万円、受取手形及び売掛金が229百万円、長期定期預

金が100百万円増加したこと等によるものであります。

負債合計は、前年同四半期連結会計期間末に比べて107百万円増加し、1,469百万円となりました。これ

は主として、未払金が34百万円、退職給付引当金が30百万円増加したこと等によるものであります。

純資産合計は、前年同四半期連結会計期間末に比べて190百万円増加し、8,628百万円となりました。こ

れは主として、利益剰余金が173百万円増加したこと等によるものであります。この結果、自己資本比率

は、前年同四半期連結会計期間末と比較して0.7ポイント減少し、85.4％となりました。

　
　
（3）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発活動の総額は、60,799千円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 22,000,000

計 22,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,840,000 5,840,000
東京証券取引所
（市場第二部）

完全議決権株式であり、権
利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式
単元株式数は、100株であり
ます。

計 5,840,000 5,840,000― ―

  

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年12月31日 ― 5,840 ― 1,797,681 ― 2,122,148

  

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載を

しております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

1,100
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

5,837,500
58,375

完全議決権株式であり、権利内容に
何ら限定のない当社における標準と
なる株式
単元株式は、100株であります。

単元未満株式
普通株式

1,400
― ―

発行済株式総数 5,840,000― ―

総株主の議決権 ― 58,375 ―

（注)「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が38株含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
蔵王産業株式会社
 

 
東京都江東区毛利
１丁目19－５

1,100 ― 1,100 0.0

計 ― 1,100 ― 1,100 0.0
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２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成23年10月１日

から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,969,591 2,079,856

受取手形及び売掛金 ※２
 1,314,748

※2, ※3
 1,411,080

有価証券 1,158,849 909,872

商品 646,208 693,339

繰延税金資産 114,369 65,213

その他 33,709 16,348

貸倒引当金 △1,230 △1,020

流動資産合計 5,236,246 5,174,690

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,225,571 1,195,714

土地 ※１
 3,270,925

※１
 3,270,925

その他（純額） 62,751 57,045

有形固定資産合計 4,559,247 4,523,685

無形固定資産

その他 19,759 17,313

無形固定資産合計 19,759 17,313

投資その他の資産

投資有価証券 78,200 78,200

長期性預金 － 100,000

繰延税金資産 133,502 130,578

その他 104,283 74,660

貸倒引当金 △3,308 △390

投資その他の資産合計 312,677 383,048

固定資産合計 4,891,685 4,924,047

資産合計 10,127,932 10,098,738
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 140,585 164,556

未払法人税等 256,971 63,712

賞与引当金 105,020 55,269

商品保証引当金 13,800 10,200

災害損失引当金 15,442 －

その他 258,521 382,902

流動負債合計 790,341 676,640

固定負債

退職給付引当金 326,907 359,217

役員退職慰労引当金 161,493 160,710

再評価に係る繰延税金負債 ※１
 234,216

※１
 205,147

その他 56,394 68,066

固定負債合計 779,011 793,142

負債合計 1,569,352 1,469,783

純資産の部

株主資本

資本金 1,797,681 1,797,681

資本剰余金 2,122,148 2,122,148

利益剰余金 6,858,347 6,927,699

自己株式 △970 △1,022

株主資本合計 10,777,206 10,846,506

その他の包括利益累計額

繰延ヘッジ損益 5,188 △22,805

土地再評価差額金 ※１
 △2,223,814

※１
 △2,194,746

その他の包括利益累計額合計 △2,218,626 △2,217,552

純資産合計 8,558,579 8,628,954

負債純資産合計 10,127,932 10,098,738
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

売上高 3,869,639 4,400,045

売上原価 1,738,142 2,049,597

売上総利益 2,131,496 2,350,447

販売費及び一般管理費 1,720,322 1,736,505

営業利益 411,173 613,941

営業外収益

受取利息 1,665 1,652

受取配当金 2,200 601

為替差益 739 12,407

有形固定資産売却益 614 579

不動産賃貸料 13,446 12,996

その他 3,274 3,575

営業外収益合計 21,939 31,813

経常利益 433,113 645,755

特別利益

投資有価証券売却益 44,952 －

災害損失引当金戻入額 － 2,344

特別利益合計 44,952 2,344

特別損失

有形固定資産除却損 379 －

特別損失合計 379 －

税金等調整前四半期純利益 477,686 648,100

法人税、住民税及び事業税 217,200 240,100

法人税等調整額 11,935 70,057

法人税等合計 229,135 310,157

少数株主損益調整前四半期純利益 248,551 337,942

少数株主利益 － －

四半期純利益 248,551 337,942
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 248,551 337,942

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △5,926 －

繰延ヘッジ損益 △11,738 △27,994

土地再評価差額金 － 29,068

その他の包括利益合計 △17,665 1,074

四半期包括利益 230,886 339,016

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 230,886 339,016

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期連結会計期間（自　平成23年10月１日　至　平成23年12月31日）

　該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

　該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

　該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

・第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

 
・平成23年12月２日に「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する

法律」（平成23年法律第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確

保に関する特別措置法」（平成23年法律第117号）が公布され、平成24年４月１日以降開始する連結会計年度より

法人税率が変更されることとなりました。

　これに伴い、平成24年４月１日から開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異については、繰延税

金資産及び繰延税金負債を計算する法定実効税率を40.69％から38.01％に変更し、平成27年４月１日から開始す

る連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異については、繰延税金資産及び繰延税金負債を計算する法定実

効税率を40.69％から35.64％に変更しております。この変更による影響は軽微であります。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

項目
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

※１　土地の再評価 　土地の再評価に関する法律(平成10年

３月31日公布法律第34号)に基づき、事

業用の土地の再評価を行い、再評価差

額金を純資産の部に計上しておりま

す。

　再評価の方法

　　　土地の再評価に関する法律施行令

(平成10年３月31日公布政令第119

号)第２条第４号に定める路線価

を基準に合理的な調整を行い算出

再評価を行っ
た年月日

平成13年３月31日

再評価を行っ
た土地の期末
における時価
と再評価後の
帳簿価額との
差額

△1,083,423千円

 

　土地の再評価に関する法律(平成10年

３月31日公布法律第34号)に基づき、事

業用の土地の再評価を行い、再評価差

額金を純資産の部に計上しておりま

す。

　再評価の方法

同左

 

 

 

再評価を行っ
た年月日

平成13年３月31日

再評価を行っ
た土地の期末
における時価
と再評価後の
帳簿価額との
差額

△1,134,629千円

 
※２　受取手形裏書譲渡高

 
※３　四半期連結会計期間

　末日満期手形

　 103,469千円

 
──────────

 

　 125,311千円

 
　四半期連結会計期間末日満期手形の
会計処理については、満期日に決済が
行われたものとして処理しておりま
す。
　なお、当第３四半期連結会計期間末日
が、金融機関の休日であったため、次の
四半期連結会計期間末日満期手形が、
四半期連結会計期間末残高から除かれ
ております。
受取手形　　　　　　　　14,395千円
裏書手形　　　　　　　　21,042千円
 

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

　 前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間

　
（自  平成22年４月１日
　　至  平成22年12月31日）

（自  平成23年４月１日
　　至  平成23年12月31日）

減価償却費
のれんの償却額

66,031千円
15,353千円

68,456千円
―
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 105,100 18平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 181,007 31平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

平成23年10月31日
取締役会

普通株式 87,582 15平成23年９月30日 平成23年12月12日 利益剰余金

　
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１ 日  至  平成22年12月31日)

当社グループは、環境クリーニング機器等以外の事業に関しては重要性が乏しいと考えられるため、セ

グメントの記載は省略しております。

　

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

当社グループは、環境クリーニング機器等以外の事業に関しては重要性が乏しいと考えられるため、セ

グメントの記載は省略しております。

EDINET提出書類

蔵王産業株式会社(E02779)

四半期報告書

17/21



　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

　　１株当たり四半期純利益金額 42円57銭 57円88銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 248,551 337,942

    普通株主に帰属しない金額 ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 248,551 337,942

    普通株式の期中平均株式数(千株) 5,838 5,838

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第56期（平成23年４月１日から平成24年３月31日まで）中間配当について、平成23年10月31日開催の

取締役会において、平成23年９月30日の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり中間配当を行うこ

とを決議いたしました。

　①配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　87,582千円

　②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　15円00銭

　③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　平成23年12月12日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

蔵王産業株式会社(E02779)

四半期報告書

20/21



独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年２月10日

蔵王産業株式会社

取締役会  御中

　

有限責任　あずさ監査法人

 
　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社員

　 公認会計士　 　　轟　 　　芳　　英　 ㊞

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社員

　 公認会計士    村　　上　　正　　俊　 ㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている蔵王
産業株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平
成23年10月１日から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12
月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、蔵王産業株式会社及び連結子会社の平成23年
12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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